
  ９	 お子さんが吃音のことを話してきたら……

⑴　できるだけ、落ち着いて対応しましょう。

⑵　吃音以外の悩みや相談と同じように対応しましょう。

⑶　まずは、お子さんの思いをよく聞いて、受け止めましょう。

⑷　「どもることは悪くない」という基本姿勢で対応しましょう。

・吃音のことをからかう友達がいたら、からかう方が悪い（失礼）なのだと伝えま

しょう

⑸　吃音の悩みを解決するために、いろいろなことができることを伝えましょう。

・できることの例

　　・担任の先生に相談して、からかう子を注意してもらう

　　・担任の先生に相談して、困っている場面でさまざまな配慮をしてもらう

　　・お子さん自身から、友達に、からかわないで、と訴える

　　・からかわれても、無視する

　　・ことばの教室の先生に相談する　

・悩みをどのように解決するかは、お子さんの気持ちを尊重して決めましょう

ご心配なことは、お気軽にお尋ねください。


